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と 称 す る ）
も、


































































か れ た 可 能 性 も 否 定 で き な い 。 書 の 時
代性説・離合説などを含めた董










































































他 条 に 記 さ



















似 す る 記 述 が 確 認 で き た 。 ま た 、
当該款記の内容
が執筆前後の蓋







































































































































































































































































































































































































記 さ れ て お り 、
また、















































































前 者 か ら 後 者 へ と い う 階 梯

















「 生 」 の 実 現 は 想 定 し て い な い と 考 え ら れ る 。
なお、
かような点は湯換
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































参 「 離 」
・
「合
」二字、
楊凝式
非不能為
欧
・ 虞
諸 家
之体、
正為
離、
以取勢耳。
米海
岳
一生
考囮
、
独取王半
山（
安 石 ）
之 枯
淡
、似
不
能 進
一 歩
、
所謂「
雲
花満眼
、
(61) 
(29) 
終難脱去
浄尽」
。
「離」
語に
よ
っ
て楊
凝式を称
賛する。
ここでの
「淡」
は
あくま
で、
さ
っぱり
した
趣きと
いっ
たも
のを示
すのみで
あ
り、
当該記述
では
特に
称賛す
べき
要素
と
して
取
り上
げられ
てい
ない
。
文脈
によ
って
は生
熟説A
のよ
うに、
重視
すべ
き
要素
として
用いら
れて
いた
ものと
推測さ
れる。
注(1)
「画禅室随
筆
」
成立
に
つい
て
は不
明な点が多
い。
黄朋
「関子
《画禅室
随筆》
編者的考訂」
（「東
南文化
」
総第
一
四九
期、
二〇
0-）
、
黄朋
「関於
《画禅室
随筆》
篇者的考訂」
（陳
浩星主編
「南宗北斗
ー董
其昌書画学
術研討会論文集」
澳門芸術博物館、
二0
0八）
参照。
(2)
辞永年
「謝朝華而啓夕秀
ー
葦其昌
的書法理論
与実践」
（上海
書画出版社編
「董其昌
研究文集
」
同社、
一九
九八）
は唯
一、
古法変革を謳う説
が変
化した点
を指
摘し、
「離」
「合」
語によ
る説
（以
降、
「離合説」
と称す
る）
を後
発のものと
指摘
し
てい
る。
また
、
藤原有仁訳注
「画禅室随筆」
解題
（中
田勇次郎編
「中国書論大系
」
第一
0巻、
二玄
社、
一九
九二）
は、
有紀年記
述の
収集
により
董の理
論形成
の跡
付
けが
できる
可
能性に
つい
て言
及する。
しかし
、
これ
らを承
けた検
討は見
られな
い。
(3)
拙稿
「董其昌
「書
の
時代性」
説成立
の
背景唐ー
人書
に存す
る「
法」
の称
揚に着
目
し
てー
」
「書論』
第四
0号、
書論研究会、
二0
一
四）
参照。
なお、
名品と
され
る書跡に董其昌
が題
跛を
付す
例は多
いが
、
それら
は恣意的
に賛
辞を
記したと
考えられ
るた
め除外し
ている
。
題跛
の性
格に
つい
ては
、
鈴木洋保
「書
と題跛」
（杉村邦彦編
「中国書法
史を
学ぶ
人のために
」
世界思
想社、
二0
0二）
参照。
(4)
拙稿
「董其
昌におけ
る顔
真卿書法評価
の変
転とそ
の契
機」
（『国
語国文論集
」
第四
四号、
安田
女子大学
日本文学会、
二〇
一四
）。
(5)
拙稿
「董其昌書
論に
おけ
る離
合説
に
つい
て
」
（『芸
術学研究」
第一
四号
、
筑波大学大学院人間総合科学研究科、
二o
lo
)
参照。
(6)
中川憲
一氏
による
指摘
がある
。
福本
雅一
ほか訳
「新訳画禅
室随
筆』
（日
貿出版社、
一九
八四
）
参照。
本説
は、
後掲
葉説D
を承け
て発せられた
可能性が
考えられる
。
(7)
主要なも
のには
、
藤原有仁
「董其昌
の書と書
論」
（古原宏伸
編「
董其昌
の書
画
」
研究編、
二玄
社、
一九
八一）
、
王岡
「董其
昌書法美学論」
（「
書法研究』
総第
三
六輯、
上海
書画出版
社、
一九
八九）
、
喩仲文
「論董
其昌
”士
気説”
的美学特徴」
（「
武漢
大学学報」
人文科学版、
第二
二巻
第四
期、
二0
0三）、
奨波
「中国書画美 史綱」
修訂版
（吉林美術出版社、
二0
0六）、
呉鵬
「董其昌
”字須
熟後生“
理論重新
審視」
（「
南京
芸術学院
学報」
美術与設計版、
二0
0八年
第四
期）
がある
。
特に呉氏
論考
は、
明末以前
の様々
な文献
への
配慮
が特
筆さ
れる
。
(62) 
(8)
なお、
孫過庭
「書譜」
を参
照した
こと
によるのか
、
前掲喩
仲文氏
は、
「稚拙
な生↓巧
みな熟
（ただ
し
、
主体的人格
の修
養がな
ければ職
人と
なる
）
↓彫琢
の痕
跡のな
い生
」
の三段
階
を見通す
。
ほか
にも
、
前掲王
尚氏、
奨波
氏は各々
そ
の解釈に
至る
検討
が異
なる
ものの
、
喩氏と同
様、
「生↓熟↓生」
の三段
階を想
定する。
(9)
各時代
の書に
つい
て並
列し
て挙
げ、
近似した短
い語
句に
て
評した言
。
後掲味水款記第
五則
参照。
なお
、
歴代の書
論にお
ける同
説に
つい
ては
、
中田
勇次郎
「書の時
代性
」
（中田氏
「中国書論集」
二玄
社、
一
九七0)、
及び拙
稿
「書の
時代性説
の諸
相」
（「
中国文化』
第六九号、
二0
1
―)
参
照。
(10)
拙稿
「湯換
「書指
L
に見
られる生
熟説と
「法」
語
の使用」
（石
田肇教授退休記念事業会
「金
壺集ー石
田肇教授退休記念金
石
書学論叢ー」
同会、
二0
-
――-）。
(11)
同上拙
稿
の
現代語訳参照。
(12)
「嘉業堂叢書』
本
（劉承幹編
「嘉業堂善本書影」
珍稀古籍書
影叢刊
四、
北京図
書館出版社、
二0
0三）
を底
本と
し、
屠友
祥校注
「味水軒日記」
（宋明清小
品文集輯注
二、
上海遠東出
版社、
一
九九六）
を参照し
つ
つ標
点を
施した
。
なお
、
底本
は
最初
の
引用箇所
に
て示し、
以降は特に記
さな
い。
(13)
運筆
の勢
いの
みでは
なく
、
字勢を
も指すと見ら
れる
。
フラ
ンソ
ワ・ジュ
リ
アン
、
中島隆博訳
『勢
効力
の歴史
中ー国文化
横断」
（知泉書館、
二0
0八）
も参照。
(14)
前掲注
3
拙稿参照。
(15)
『容台別集」
巻四
・題
跛
「雑記」
。
筑波大学附属図書
館蔵
の
再刻本
（一
六三
五刊）
による
(16)
『文
淵閣四庫
全書」
第一
0三七冊
（台湾商務印書館、
一九
八
三ー八六）
による
。
(17)
『容台別集」
巻四
·題
跛
「書品」
。
(18)
『容台別集」
巻四
·題
跛
「書品」
。
(19)
『画禅室
随筆」
巻二
「画旨」
。
狂汝禄引
（一
六七
六）
刊本
の
和刻
本に
よる
。
前掲注
6中川氏
は、
その
訳で
「生」
「熟」
を
「未熟」
「熟練」
と訳す。
また
、
葉の
『画眼」
「画旨』
所載記述
と異同
がある
こと
が指
摘され
、
「画須熟外熟」
とする。
(20)
前掲注
4
拙稿参照。
(21)
前掲注
5
拙稿参照。
(22)
国立
故宮博物院編輯
委員会
「董其昌
法書特展研究図録」
（国
立故
宮博物院、
一九
九三）
による
。
訳は、
拙稿
「台北
・故
宮
博物院蔵董
其昌
「論書冊」
につい
て
」
（「
書芸術研究』
第一
1一号
、
筑波大学人間総合科学研究科書研究
室、
二0
I 
0)
参照。
(23)
前掲注
3拙
稿、
注5拙
稿参照。
(24)
首都博物館蔵
「金沙帖」
。
同大系編委会
・
北京市文物局編
「北京文物精粋大系』
書法巻
（北
京出版社、
二0
01―-）
による
。
(25)
「壬寅
(-
六0
二、
四八歳
時）
四月、
余訪子
比部中甫
（玉立）
於金沙
。
中甫出諸古
帖相質、
有唐人
「月儀帖」
。
生平
僅見、
因手臨之、
欲刻入
「鴻堂帖」。
帖成遂遺此書
。
雖余所臨倣
、
実与真帖頗肖似。
第不
知唐名賢為誰
。
殆元和以後手也」
（台
北・
故宮博物院蔵
一臨
月儀帖」
款記。
国立
故宮博物院編纂委
(63) 
員会編
「故宮書画録』
増訂
本一、
国立
故宮博物院、
一九
六五
による
。
また
、
董其
昌はうね
る筆線を有
する
書風を
好ん
でお
り、
楊凝式
の書風も
これに
該当
したと
考え
られる
。
拙稿
「歴
代書
跡に対す
る蓋其昌
の鑑
定
・
評価基準
ー堵墓系
「蘭亭序」
に近
似す
る
一群
の
書跡
の存在か
ら」
（
「書学書道
史研究」
第二
三号
、
書学書道
史学会、
二0
一
三）
参照。
(26)
以下
の陶
岳
「五代
史補」
巻一
のよ
うに、
概ね狂人を装
った
などと
いう
記述が窺
えるのみで
ある。
楊凝式父渉、
為唐宰相。
太祖之纂
唐詐也、
渉当送
伝国璽゜
時凝式方冠、
諫日、
「（
中略）
乃更手持天
子印綬以付他人、
保
富貴、
其如千載
之後云云何
。
其宜辞免之
」。
時太祖恐唐室
大
臣不利於己、
往往陰使人来探訪群議、
播紳之
士、
及禍甚衆゜
渉常不自保、
忽聞凝式言、
大骸曰、
「汝滅吾族」
。於
是神色祖
喪者数日。
凝式恐事泄、
即日遂伴狂、
時人謂之
「楊風子」
也
（
「文淵閣
四庫
全書」
第四0七冊
（台湾商務印書館、
一九
八三
ー八
六）
による
。）
(27)
主要なも
のとし
て、
劉詩
「中国古代書法理論
管窺」
（江蘇教
育出版
社、
二0
0三）
「董其昌的
《画禅室
随筆》」
項、
鄭建林
「葉其昌
”淡“
字別解」
（「
外語芸術
教育研究」
総第
一
五期、
ニ
00六）
が挙
げられる
。
(28)
前掲注
4
拙稿参照。
(29)
「澄蘭室
古縁幸録」
巻五
「董
香光節臨黄庭経各種巻」
第五段
款記。
《続修
四庫全書》
編纂委員会編
「続修
四庫
全書」
第一〇
八八冊
（上
海古籍出版社、
一九
九五）
による
。
付記
本稿は、
JSps
科研費
二
四三
二0
0六六
（代表者
・菅
野智
明）
の助成に
よる
成果
の
一部
である
。
（安田女
子大学）
(64) 
